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の 

世界同時行動「平和の波」成功させよう 
 

核
兵
器
禁
止
条
約
が
採
択
さ
れ
た
直
後
の
歴
史
的
な
原
水
爆
禁
止
２
０
１
７
年

世
界
大
会
は
、
大
き
な
成
功
を
収
め
、
八
月
九
日
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
世
界
大
会

に
は
大
阪
か
ら
広
島
大
会
に
７
３
名
、
長
崎
大
会
に
３
０
２
名
が
参
加
し
、
計
３
７

５
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
長
崎
大
会
・
閉
会
集
会
に
は
、
核
兵
器
禁
止
条
約
の
調
印

が
始
ま
る
九
月
二
十
日
か
ら
国
際
核
兵
器
廃
絶
デ
ー
の
九
月
二
十
六
日
を
「
世
界
同

時
行
動
・
平
和
の
波
（
ピ
ー
ス
ウ
ェ
ー
ブ
）
」
行
動
が
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
大

阪
で
の
取
り
組
み
の
成
功
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

広
島
大
会 

 
大
阪
代
表
団
が
決
意
表
明 

  

八
月
六
日
、
広
島
大
会
で

の
各
地
の
取
り
組
み
の
紹
介

が
行
わ
れ
、
大
阪
代
表
団
が

登
壇
。
二
十
名
の
若
い
参
加

者
と
と
も
に
岩
田
幸
雄
理
事

長
が
決
意
表
明
。
「
核
兵
器
禁

止
条
約
の
採
択
の
歴
史
的
情

勢
を
力
に
、
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際

署
名
を
今
年
中
に
三
十
万
筆

に
達
成
で
き
る
よ
う
奮
闘
し

ま
す
」
と
、
力
強
く
決
意
表
明

を
行
い
ま
し
た
。 

 

 

広
島
大
会
で
は
、
国
連
を

代
表
し
て
、
中
満 

泉
・
軍

縮
上
級
代
表
が
演
説
。
今
回

の
核
兵
器
禁
止
条
約
の
採

択
に
努
力
。
こ
の
奮
闘
に
対

し
て
、
参
加
者
か
ら
大
き
な

拍
手
で
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

「
核
兵
器
禁
止
条
約
は
、
核

兵
器
に
依
存
す
る
国
々
へ

の
警
鐘
で
す
」。
ま
た
、 

９
月
２
０
日
～
２
６
日
府
下
一
斉
に 

☆２０１７年原水爆禁止世界大会・長崎大会での 
 成功を祝うフイナーレ 

 

９月度６・９行動 

☆９月６日（水）１２時～ 

上本町近鉄百貨店前 

ヒバクシャ国際署名到達 

１５万５６４８筆 

☆広島大会での大阪代表団 

☆大歓迎された中満 泉・国連軍縮上級代表

 
平和の波行動計画 

○９月２０日（水）午後６時～７時 

 ナンバ高島屋前 

 １００人署名大宣伝行動 

 

○９月２６日（火）午後６時～７時 

 梅田ヨドバシカメラ前 

 １００人署名宣伝行動 

中
満 

泉
・
国
連

軍
縮
上
級
代
表
に

大
き
な
拍
手 

「
条
約
の
核

心
は
、
核
兵

器
を
否
定
し

そ
れ
を
国
際

法
と
し
て
成

文
化
し
た
点

に

あ

り

ま

す
」
と
力
説

く
語
り
ま
し

た
。 

 

「
平
和
の
波
」

を
成
功
さ
せ

よ
う
！ 

 
 

 

長
崎
大
会 

閉
会
集
会
で

は
、「
全
世
界 

同
時
行
動
の
平
和
の
波

行
動
を
成
功
さ
せ
、
す
べ

て
の
国
が
核
兵
器
禁
止

条
約
に
調
印
・
批
准
す
る

運
動
を
繰
り
広
げ
ま
し

ょ
う
」
と
安
井
正
和
・
大

会
実
行
委
員
会
事
務
局

長
か
ら
訴
え
ら
れ
ま
し

た
。 

 

大
阪
原
水
協
は
、
こ
の

提
起
を
積
極
的
に
受
け

止
め
、
大
宣
伝
を
計
画
。 

条
約
調
印
が
始
ま
る
九

月
二
十
日
に
は
、
ナ
ン
バ

高
島
屋
前
で
、
最
終
日
の

国
際
核
兵
器
廃
絶
デ
ー

の
二
十
六
日
に
は
梅
田

ヨ
ド
バ
シ
カ
メ
ラ
前
で 

午
後
六
時
か
ら
七
時
ま

で
の
大
宣
伝
の
予
定
で

す
。
み
な
さ
ん
の
参
加
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。 



２０１７年９月６日（水）   原 水 協 通 信（大版）     第８８３付録 第二面 

平和を願う人々がこんなに沢山いる！ 
○
境
田
克
己
さ
ん 

北
区
平
和

委
員
会 
広
島
大
会 

 

生
ま
れ
て
初
め
て
世
界
大
会

に
参
加
し
ま
し
た
。
原
爆
ド
ー

ム
、
原
爆
資
料
館
を
見
て
原
爆

の
恐
ろ
し
さ
が
、
は
っ
き
り
と

わ
か
り
ま
し
た
。
日
本
で
の
平

和
行
進
や
署
名
活
動
を
自
信
を 

持
っ
て
や
っ
て
い
き
ま
す
。

○
前
川
奈
緒
さ
ん 

日
本
共
産

党
寝
屋
川
市
議 

広
島
大
会 

 

大
会
の
中
で
、
日
本
被
団
協
の

田
中
さ
ん
が
「
こ
ん
な
に
国
際
条

約
と
し
て
締
結
さ
れ
た
こ
と
は

夢
の
よ
う
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
被
爆
者
の
方
々
の
心
中
を
思

う
と
、
私
自
身
も
感
無
量
に
な
り

ま
し
た
。

感
動
の
感
想
文
１
０
０
名
か
ら
寄
せ
ら
れ
る 

  

 

☆２０１７年広島大会ピースアクションの 
子どもたち。平和の未来へはばたけ折鶴！ 

☆長崎大会での１２年間、原爆訴訟を闘った

松谷英子さんとアバッカ・アンジャインさん

（マーシャル諸島代表）の連帯 
島

☆「核兵器禁止条約」へ世界をリードした 
オーストリア、マルチン・クルーガー公使 
（中央）。世界大会で笑顔がはじけました。 

 

世
界
大
会
の
感
想
文
が
大
阪
原
水
協
に
届
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
届
け
ら
れ
た
感
想
文
は
約
百
通
に
達
し
、
今
「
感
想
文

集
」
が
準
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
届
け
ら
れ
た
感
想
文
の
一
部

を
紹
介
し
ま
す
。 

○
高
橋
真
澄
さ
ん 

西
淀
川
原

水
協 

広
島
大
会 

 

大
会
発
言
の
中
で
、
オ
ー
ス
ト

リ
ア
代
表
が
「
核
兵
器
禁
止
条
約

が
採
択
さ
れ
た
こ
と
を
各
国
に

批
准
す
る
よ
う
迫
っ
て

い
き
ま
す
」
の
発
言
が
す

ご
く
印
象
に
残
り
ま
し

た
。
日
本
政
府
に
見
習
っ

て
ほ
し
い
！
と
心
か
ら

思
い
ま
し
た
。
大
会
最
後

の
「
ウ
イ 

シ
ャ
ル 

オ

ー
バ
ー
カ
ム
」
に
感
動
し

ま
し
た
。

○
行
天
真
一
郎
さ
ん 

大
阪
民 

医
連 

け
い
は
ん
医
療
生
協 

長
崎
大
会 

 

八
月
九
日
の
記
念
式
典
で
、

田
上
・
長
崎
市
長
は
、
ヒ
バ
ク

シ
ャ
代
表
と
し
て
、
核
兵
器
禁

止
条
約
の
調
印
・
批
准
を
世
界

に
働
き
か
け
て
い
く
と
宣
言
。

こ
れ
に
対
し
て
、
安
倍
首
相
は

条
約
の
こ
と
に
は
ま
っ
た
く
ふ

れ
ず
、
そ
の
後
の
会
見
で
は
批

准
し
な
い
と
言
っ
て
い
ま
す
。

民
意
の
反
映
さ
れ
な
い
政
府
は 

国
民
の
代
表
で
は
あ
り
ま
せ
ん 

○
阪
田
光
代
さ
ん 

新
婦
人
大

東
支
部 

長
崎
大
会 

 

私
が
一
番
感
動
し
た
こ
と
は 

若
い
人
の
参
加
が
多
い
こ
と
で

し
た
。
小
学
生
も
発
言
し
、
中

高
校
生
も
堂
々
と
発
言
す
る
姿

を
見
て
、
未
来
が
大
き
く
広
が

っ
た
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。 

「
女
性
交
流
の
つ
ど
い
」
で
イ

ギ
リ
ス
か
ら
一
般
参
加
さ
れ
た

方
は
、
２
０
１
５
年
平
和
行
進

に
参
加
、
そ
の
後
、
三
次
市
に

移
住
し
て
こ
ら
れ
た
話
に
ビ
ッ

ク
リ
。
し
か
も
、
最
近
、
新
婦

人
に
入
会
さ
れ
た
こ
と
を
聞
い

て
、
と
て
も
楽
し
く
嬉
し
く
な

り
ま
し
た
。 


